
 

施策14-２ 未来を創造し社会の担い手となる力の育成 

（主担当部局：教育委員会事務局） 

 

１．基本事業の取組状況 
基本事業名 
・令和５年度の主な取組 

① キャリア教育の推進 

・就職実現コーディネーター等の専門人材１５名を県立高校４７校に配置し、地域の魅力ある企業

や職種等の情報を学校や生徒に提供するとともに、個別の進路相談や面接指導等の支援を

行っています。 

・県内５地域で、就労支援機関等と高校が参加する「高校生就労支援ネットワーク会議」を開催

し、支援が必要な生徒の進路指導の現状と関係機関の支援内容についての情報共有や、学校

と関係機関が連携して取り組む支援内容について意見交換を行うことで、各校における支援体

制を整えるとともに、対象となる生徒に対する進路相談やソーシャルスキルトレーニング、職場

実習の取組を進めています。 

・生徒の安全を確保するとともに、最先端の航海技術が習得できる設備を整備した新しい実習船

「しろちどり」の建造を進めています。 

② グローカル教育の推進 

・留学や海外研修、海外の学校との交流活動等を再開するとともに、ｗｅｂ会議システム等を活用

した、探究活動の相互発表や海外の高校生とのディスカッション等を行っています。 

・小中学生が英語を使って表現したり、伝え合ったりする力を高めるため、教員の指導力向上を

図る研修会や効果的な授業例の共有を行いました。また、民間団体や関係部局と連携して、中

学生が郷土三重の魅力を英語で表現するコンテストを実施しました。 

・課題解決型学習の手法を取り入れた郷土教育について、県内の２市町で取組を進めるととも

に、実践校の研究発表会を開催し、その成果を県内に普及しています。 

③ 新たな価値を創り出す力の育成 

・「グローバルリーダー育成プログラム」や「未来のスペシャリスト育成プログラム」の研究・開発に

取り組むとともに、各校では生徒の実態等をふまえ、ＳＴＥＡＭ学習や課題解決型学習等に取り

組んでいます。これらの学習では、創造力や表現力、協働する力などの資質・能力の変容を把

握する取組を進めています。 

・普通科のモデル校で、分野を横断して学ぶ学際的な教育プログラムの実践研究に取り組んで

います。また、同じ分野に興味・関心を持つ生徒が専門性の高い大学教授等による講座を受講

する国際科学技術コンテスト強化講座を実施しています。 

・３高校が連携した夏季休業中の課外授業の実施（数学３講座、英語２講座）や、「高校生みえ創

造サミット」の実施（１４校２４名が参加）など、ＩＣＴを活用した学校の枠を越えた学びを進めてい

ます。 

・企業や大学の協力を得て、地域の第一次産業を題材にした探究学習に加え、ＳＴＥＡＭプログラ

ムを活用して、より発展した探究活動に取り組んでいます。 

・スーパーサイエンスハイスクール指定校の課題研究や、各校における探究的な活動の成果を共

有し合う「みえ探究フォーラム」を２月に開催します。 
 

施策の目標 

（めざす姿） 

子どもたちが、変化が激しく予測困難なこれからの社会において、変化をしなやかに前向き

に受け止めて、失敗をおそれず挑戦する心や生涯をとおして学びに向かう姿勢、社会の一員と

しての自覚と責任を持ち、他者との協働を大切にしながら、豊かな未来を創っていく力を身に

つけています。 



④ 主体的に社会を形成していく力の育成 

・公民科の科目「公共」における法や政治、経済等に関わる諸課題の学習や、家庭科における消

費生活に係る学習に取り組んでいます。 

・学ぶことと社会のつながりを実感できるよう、外部の専門家による出前授業等を取り入れた主

権者教育、消費者教育、環境教育に取り組んでいます。 

 

２．KPI（重要業績評価指標）の状況 

ＫＰＩの項目 関連する基本事業 

令和３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 
５年度 
の評価 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標達成
状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標を持って学習や活動に取り組んでいる子どもたちの割合 ①②③④ 

－ 

小学生 
94.1％ 
中学生 
94.8％ 
高校生 
75.1％ 

小学生  
95.5％ 
中学生  
96.1％ 
高校生  
77.1％ 

－ 

小学生  
97.0％ 
中学生  
97.4％ 
高校生  
79.1％ 

－ 

小学生  
100％ 
中学生  
100％ 
高校生  
83.1％ 

－ 
小学生 
92.7％ 
中学生 
93.5％ 
高校生 
73.1％ 

小学生 
90.9％ 
中学生  
90.5％ 
高校生  
70.8％ 

－ － － － 

学校外の活動に自ら参加し、将来の進路を考えることにつなげている

高校生の割合 
① 

－ 65.0％ 73.8％ 
－ 

82.5％ － 100％ 
－ 

－ 83.7％ － － － － 

国際的視野や論理的・科学的思考力、探究心を育む取組に参加した子

どもたちの人数 
② 

－ 

中学生 
850人 
高校生 
220人 

中学生 
1,040 人 
高校生 
240 人 

－ 

中学生 
1,230 人 
高校生 
260 人 

－ 

中学生 
1,600 人 
高校生 
300 人 

－ 
中学生  
684 人 
高校生  
203 人 

中学生 
1,321 人 
高校生 
224人 

－ － － － 

困難だと思うことでも、前向きに考えて挑戦している高校生の割合 ③ 

－ 79.8％ 80.8％ 
－ 

81.8％ － 83.8％ 
－ 

78.8％ 76.9％ － － － － 

地域や社会をよくするために、社会の形成者として権利を行使し責任

を果たそうと考える高校生の割合 
④ 

－ 70.1％ 72.5％ 
－ 

74.9％ － 79.7％ 
－ 

67.7％ 65.0％ － － － － 

 

 

 

 



３．令和 6年度の課題と取組方向 
基本事業名 
・令和６年度以降に残された課題と対応 

① キャリア教育の推進 

・高校生一人ひとりの希望や特性に応じた就職実現に向け、生徒の就職支援や卒業生の職場定

着に課題を抱える普通科および総合学科の高校、支援が必要な外国人生徒が在籍する高校を

中心に、就職実現コーディネーター等を引き続き配置し、働くことや自己の適性への理解を深め

ることができるよう、きめ細かなキャリアカウンセリングや企業や職種の情報提供等の就職支援

を行います。 

・人間関係の構築に苦手意識がある生徒や働くことに不安を持つ生徒が、社会生活や職業生活

で他者と協力・協働できるよう、高校入学後の早い段階から進路相談やソーシャルスキルトレー

ニングの機会を充実させるとともに、働き方についての理解を深め、働くことへの自信を持つこ

とができるよう、実習機会の充実に取り組みます。 

② グローカル教育の推進 

・地域にあっても世界にあっても活躍できるよう、海外の高校生等との国際的な交流活動を通じ

て、さまざまな問題を多面的・多角的にとらえながら、異文化への理解を深め、多様性を尊重す

る態度を育み、価値観の異なる多様な人々と協働する力を育成します。 

・授業において、生徒が英語を使って表現等を行う言語活動の実施割合が全国平均と比較して

低いため、小中学生が英語を使って表現したり、伝え合ったりする力を高めることを目的とし

て、教員の指導力向上を図る研修会や、効果的な授業例の共有を行います。さらに、中学生が

郷土三重の魅力を英語で表現するコンテストや、小中学生が授業以外で英語によるコミュニ

ケーションをとるイベントを実施します。 

・小中学校の児童生徒が、郷土への愛着や関心を持ち、自分の生き方や進路について主体的に

考える機会をつくることができるよう、地域企業等で活躍する人から提案された答えのない問

いに対して、地域を学びの場とし、他者と協働しながら解決策を考え、その成果を企業等に提案

する課題解決型の学習を進めます。 

③ 新たな価値を創り出す力の育成 

・主体的に考え行動する力や他者と協働する力を育むため、身近な地域や世界規模の課題の解

決に向け深く考察し行動する探究活動や、多様な考え方を持つ仲間との学びや教科横断的な

学びを行うＳＴＥＡＭ教育、地域の産業や特色を題材にした地域課題解決型学習を推進すると

ともに、取組の前後で資質・能力がどのように変化したかを把握し、取組の改善につなげます。 

・課題解決力、コミュニケーション力等の資質・能力を育むため、スーパーサイエンスハイスクー

ル指定校の課題研究や普通科高校の探究的な活動の成果を共有し合う「みえ探究フォーラム」

や、探究的な学習の指導方法や評価方法等について実践研究に取り組む「探究コンソーシア

ム」を引き続き開催します。 

・高校生の学習意欲を喚起し、可能性や能力を最大限伸長するとともに、次代を担うリーダーを

育成するため、起業家や研究者等との交流、国内外における高い志を持つ若者同士のディス

カッション、教職員の教科指導における専門性の向上等に取り組みます。 

・職業学科を有する学校において産業界が求めるＤＸ人材を育成するため、先進的にＤＸに取り

組む企業や団体等との連携により、プログラミングやＡＩ、ＡＲなどデジタル技術を活用し、実社

会の課題解決につながる学習プログラムを開発します。 

・生成ＡＩの学校現場での活用にかかる知見を蓄積するため、学術的知見を有する事業者や研究

者等と連携し、情報活用能力の一部である「生成ＡＩの仕組みの理解」や「生成ＡＩを学びに生か

す力」を段階的に高めます。 

④ 主体的に社会を形成していく力の育成 

・社会の一員としての自覚と責任を持ち、主体的に行動する力などを育むため、引き続き公民科

の科目「公共」における法や政治、経済等に関わる諸課題の学習や、家庭科における消費生活

に係る学習に取り組みます。 

・高校生が、社会的な問題の解決策を自ら考え、主権者として主体的に行動できる力を育むた

め、主権者教育モデル校において有識者等の支援を受けながら、主権者教育のモデルプランを

策定し実践的な学びを推進するとともに、好事例の横展開を図ります。 



・現実の社会的な課題の解決について話し合い、考えを深めることを通して、生徒の社会参画意

識を高めるため、学校生活における生徒の自発的な活動を推進するとともに、コーディネーター

等の支援を受けながら、学校を越えた生徒が集うワークショップ等を実施します。 

 

４．主な事業  

≪（１）キャリア教育の推進≫ 

①未来へつなぐキャリア教育推進事業 

 （第 10款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

予算額：(R5) ３５，３９５千円 → (Ｒ６) ２６，１８０千円 

事業概要：高校生一人ひとりの希望や特性に応じた就職を実現するため、就職実現コー

ディネーターを引き続き配置し、就職相談等の就職支援を行います。人との意

見、考えのやりとりや、関わり方の面から支援が必要な生徒について、就労に係

る関係機関と連携し、生徒の現状共有や支援方策の協議を行うとともに、入学

後の早い段階からの進路相談やソーシャルスキルトレーニング、職場実習などに

取り組みます。 

 

≪（２）グローカル教育の推進≫ 

①世界へはばたく高校生育成支援事業 

 （第 10款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

予算額：(R5) ４，４７８千円 → (Ｒ６) ４，１０９千円 

事業概要：高校生の留学支援やオンライン海外交流を実施するとともに、高校生を対象に

したレベル別英語ディベートセミナーを開催し、英語での発信力や論理的思考

力の向上を図ります。また、科学に対する興味・関心を高めるため、三重県高等

学校科学オリンピック大会を開催します。 

 

②（新）郷土を題材とした学習活動推進事業 

 （第 10款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

予算額：(R5) － 千円 → (Ｒ６) １４，９７５千円 

事業概要：小中学校のモデル校において、地域企業等と連携しながら、地域における社会

的課題等の解決方法を考える協働的な学習を進めるとともに、地域で活躍する

人びとの魅力に触れる機会を創出します。また、モデル校の取組を県内に広く発

信する合同成果発表会を実施します。小中学生が県内の観光地を訪問し、大学

生のサポートを受けながら、実践的な英語でＡＬＴとコミュニケーションをとるイ

ベント、中学生が郷土三重の魅力を英語で表現するコンテストや海外の生徒と

英語でコミュニケーションをとるオンライン交流授業を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



≪（３）新たな価値を創り出す力の育成≫ 

①（一部新）地域とつなぐ職業教育充実支援事業 

 （第 10款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

予算額：(R5) ４６，５１１千円 → (Ｒ６) ８９，５５６千円 

事業概要：工業高校や農業高校等において老朽化している実習設備について、新たな設

備の整備を行います。Society５.０の時代を生き抜く人材を育成するため、

個々の教科の学びを基礎として教科横断的な学びを行うＳＴＥＡＭプログラムを

実施するとともに、先進的な取組を行う企業等との連携により、プログラミング

やＡＩ、ＡＲを活用した学習、実社会の課題解決につながる取組を進め、ＤＸ人材

育成プログラムを開発し、その学習効果を検証します。 

 

②（一部新）高等学校学力向上推進事業 

 （第 10款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

予算額：(R5) ３３，０３６千円 → (Ｒ６) ４６，４４４千円 

（５７，０７１千円 →      ７３，９４４千円 ※２月補正含みベース） 

事業概要：学習指導要領に即した教育内容が的確に実施されるよう、県立高校に対して指

導・助言等を行います。普通科において、教科横断的なカリキュラム編成や外部

機関との連携等による学際的な教育プログラムの実践研究を行います。生成ＡＩ

の学校現場での活用にかかる知見を蓄積するため、パイロット校において、生成

ＡＩを活用した教育活動を試行します。さまざまな分野で活躍する著名人による

講演・座談会等を実施することで、志を持ち可能性に挑戦するリーダーの育成

をめざします。 

 

≪（４）主体的に社会を形成していく力の育成≫ 

①（新）次代を担う社会の担い手育成支援事業 

 （第 10款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

予算額：(R5) － 千円 → (Ｒ６) ２，８９３千円 

事業概要：高校生が自ら考え、自分の力で社会問題を解決できるという主権者としての感

覚を育みます。モデル校において、有識者やコーディネーターの助言を得ながら、

主権者教育モデルプランを策定するとともに、政治的中立性を確保しつつ、主権

者教育に取り組めるような好事例を構築し、その成果を県内高校に広く周知し

ます。また、校種・学校の枠を越えた生徒たちが集い、考え、話し合うワーク

ショップを実施します。 


